
ヤナーチェク(ウェスリー編)：主題と変奏《ズデンカ変奏曲》 

 ヤナーチェクがライプツィヒ音楽院で学んでいた頃に書かれた《ズデンカ変

奏曲》（1880）は、初期を代表する作品。静謐なアンダンテの主題に７つの変奏

が続く。当時、婚約していたズデンカ・シュルゾヴァー（のちに夫人となった）

の名が愛称としてつけられた。 

 

フランク(アルタウス編)：前奏曲、フーガと変奏曲 

 1862 年に出版された《オルガンのための６つの小品》の第３曲。友人である

サン＝サーンスに献呈された。ロ短調の物静かな美しさを湛えた前奏曲に始ま

り、壮大な序奏が付いた４声フーガを経て、変奏曲は前奏曲のシンプルな変奏

ながら無類の美しさを見せる。 

 

コレッリ(ヘッケマ編)：ラ・フォリア変奏曲 

 「ラ・フォリア」は、17 世紀イタリアの作曲家アルカンジェロ・コレッリが、

1700 年にローマで出版したヴァイオリン・ソナタ集（作品５）の掉尾を飾る第

12 番のソナタにつけられた副題。元来「フォリア」は、中世のイベリア半島起

源の舞曲の一種だったが、それが 17 世紀に入り、ゆったりとしたテンポで一定

の低旋律をともなう舞曲として流行した。憂いを帯びた典雅な低音主題にのせ

て、様々な変奏が行なわれる。 

 

J.S.バッハ - ブゾーニ(アルタウス編)：シャコンヌ 

 J.S.バッハの有名な「シャコンヌ」（無伴奏ヴァイオリンのためのパルティー

タ第２番の終楽章）を、イタリアのピアニスト・作曲家フェルッチョ・ブゾー

ニが編曲したもの。編曲が行なわれたのは 1897 年頃と言われている。 

 

ドビュッシー(ヘッケマ編)：子供の領分 

 全６曲の小品からなる、独奏ピアノのための組曲《子どもの領分》は、愛娘

クロード＝エマ（シュシュ）のために、1906～08 年にかけて作曲された。第１

曲「グラドゥス・アド・パルナッスム博士」は、クレメンティの書いた運指の

ための教則本の題名を皮肉った名称で、音階練習に退屈してしまう子供の可愛

らしい様を描いている。第２曲「象の子守歌」は、シュシュが大事にしていた

象のぬいぐるみがモチーフとなっており、象の生まれ故郷である東洋を感じさ

せる音階が用いられている。第３曲「人形へのセレナード」は、本組曲のなか

では最初に書かれた曲で、やはり異国情緒を感じさせる音階が効果的に用いら

れる。第４曲「雪は踊っている」は、雪の降りしきる幻想的な風景を描く。第

５曲「小さな羊飼い」は、羊飼いの笛の音を模した短いパストラル（牧歌）。第



６曲「ゴリウォーグのケークウォーク」は、曲集のなかで最も親しまれている

曲。「ゴリウォーグ」とはアメリカの黒人少年のキャラクターの名前で、「ケー

クウォーク」とは黒人の陽気なダンス音楽である。中間部にはワーグナーの楽

劇《トリスタンとイゾルデ》の冒頭部分が突然、顔をのぞかせる。 

 

ガーシュウィン(ヘッケマ編)：パリのアメリカ人 

 シンフォニック・ジャズの創始者とも言えるアメリカの作曲家ジョージ・ガ

ーシュウィンがニューヨーク・フィルハーモニックの委嘱で作曲し、1928 年に

発表した交響詩。1920 年代に訪れたパリの印象を、ウィットに富んだ筆致で描

き出している。聴いているだけで、往時のパリの街の喧騒が思い浮かぶようで

ある。 


